
備 考

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ﾄｳｷｮｳｺｳｹﾞｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 東京工芸大学　　（Tokyo Polytechnic University）

大 学 本 部 の 位 置 東京都中野区本町2丁目9番5号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾄｳｷｮｳｺｳｹﾞｲﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 学校法人　　東京工芸大学

大 学 の 目 的
工学・芸術の理論と応用を教授・研究するとともに，広い基礎的視野・認識と高度
の専門知識・能力をもち，広く社会において指導的役割を担い得る人間性・感性豊
かな人材を育成する。

新 設 学 部 等 の 目 的

芸術学部における教育の質の向上を実現するため，各学科の入学定員及び在学定員
充足率，教育内容と特徴，産業界の動向等の状況を踏まえ，芸術学部デザイン学
科，インタラクティブメディア学科，アニメーション学科及びゲーム学科の収容定
員の変更を行うものである。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

芸術学部
【Faculty of arts】

令和3年4月
第1年次

東京都中野区本町2丁
目9番5号

インタラクティブメ
ディア学科
【Department of
Interactive Media】

4 70
（60）

－ 280
（240）

学士(芸術学)
【Bachelor of

Arts】

令和3年4月
第1年次

同上

　デザイン学科
【Department of
Design】

4 155
（165）

－ 620
（660）

学士(芸術学)
【Bachelor of

Arts】

令和3年4月
第1年次 同上

　ゲーム学科
【Department of
Game】

4 70
（60）

－ 280
（240）

学士(芸術学)
【Bachelor of

Arts】

令和3年4月
第1年次 同上

アニメーション学科
【Department of
Animation】

4 70
（80）

－ 280
（320）

学士(芸術学)
【Bachelor of

Arts】

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

該当なし

計

科目 科目 科目 単位

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

科目
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教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新
　
設
　
分

人 人 人 人 人 人 人

芸術学部　デザイン学科
6 6 0 5 17 2 25

（0） （21）

（25）

　　　　　インタラクティブメディア学科
5 1 0 1 7 0 21

（5）

（6） （6） （0） （5） （17） （2）

　　　　　アニメーション学科
4 3 0 2 9

（1） （0） （3） （9）

0 20

（4） （5） （0） （2） （11） （0） （20）

計
19 14 0 9 42

0 10

（4） （4） （0） （1） （9） （0） （10）
　　　　　ゲーム学科

4 4 0 1 9

2 －

（19） （16） （0） （11） （46） （2） （－）

63 0 118

（36） （17） （4） （6） （63） （0） （118）

36 17 4 6

2 9 1 13

（5） （2） （0） （2） （9） （1）

5 2 0

（1） （15）

（13）

　　　　　映像学科
4 2 0 4 10 0 15

（6）

芸術学部　写真学科

　　　　　マンガ学科
3 3 0 1 7

（2） （0） （2） （10）

1 15

（3） （3） （0） （1） （7） （1） （15）

芸術別科
0 0 0 0 0

0 57

（9） （4） （0） （0） （13） （0） （57）
　　　　　基礎教育

8 4 0 0 12

0 0

（0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

合　　　　計
75 42 4 22 143

2 －

（59） （28） （4） （11） （102） （3） （－）
計

56 28 4 13 101

既

設

分

工学部　　工学科

4 －

（78） （44） （4） （22） （148） （5） （－）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
71　　　人 59 　　130　　　人

（75）

図 書 館 専 門 職 員
1 17 18

（1） （17） （18）

（62） （137）

技 術 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

計
72　　　人 77 149

（76） （80） （156）

そ の 他 の 職 員
0 1 1

（0） (1) （1）

0㎡ 205959.48㎡

そ の 他 1783.34㎡ 0㎡ 0㎡ 1783.34㎡

借用地
2,260.98㎡
借用期間：
50年

校 舎 敷 地 91539.18㎡ 0㎡ 0㎡ 91539.18㎡

運 動 場 用 地 114420.3㎡ 0㎡ 0㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

114420.3㎡

小 計

75,169　㎡ 0㎡ 0㎡ 75,169　㎡

（　74,569　㎡） （　　　　　　0㎡）（　　　　　　0㎡） （　74,569　㎡）

合 計 207742.82㎡ 0㎡ 0㎡ 207742.82㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

205959.48㎡ 0㎡

室

（補助職員　人） （補助職員　人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

室 室 室
室
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図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）
計

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

㎡

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 415千円 414千円 414千円 412千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

千円 千円 図書費には電子
ジャーナル・
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備
費（運用ｺｽﾄ含
む）を含む。

共同研究費等 40,482千円 40,482千円 40,482千円 40,482千円 千円

設備購入費 31,890千円 31,890千円 31,890千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

千円

図書購入費 13,190千円 13,190千円 13,190千円 13,190千円 13,190千円 千円 千円

経費
の見
積り

第６年次

1,860千円 1,610千円 1,610千円 1,610千円 －千円 －千円

31,890千円 31,890千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金，受託事業収入，寄付金収入等

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 東京工芸大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

工学研究科
神奈川県厚木市飯
山字西登山1583番
地

　博士前期課程 0.47

0.13 平成20年

　工業化学専攻 2 20 － 40 修士(工学) 0.10

　メディア工学専攻 2 15 － 30 修士(工学)

昭和53年

　建築・風工学専攻 2 10 － 20 修士(工学) 0.95 平成2年

　電子情報工学専攻 2 20 － 40 修士(工学) 0.87 平成2年

　博士後期課程 0.15

　メディア工学専攻 3 2 － 6 博士(工学) 0.00 平成14年

　工業化学専攻 3 2 － 6 博士(工学) 0.16 平成6年

　建築・風工学専攻 3 5 － 15 博士(工学) 0.00 平成13年

　電子情報工学専攻 3 2 － 6 博士(工学) 0.66 平成6年

東京都中野区本町2
丁目9番5号

　博士前期課程 1.24

芸術学研究科

平成10年

メディアアート専攻 2 12 － 24 修士(芸術学) 1.24 平成10年

　博士後期課程 0.33 平成10年

0.33 平成12年メディアアート専攻 3 2 － 6 博士(芸術学)
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既
設
大
学
等
の
状
況

工学部 1.18
神奈川県厚木市飯
山字西登山1583番
地

※平成31年より
学生募集停止
（メディア画像
学科，生命環境
化学科，建築学
科，コンピュー
タ応用学科，電
子機械学科）

　工学科 4 400 － 800 学士(工学) 1.18 令和元年

　メディア画像学科 4 － － － 学士(工学) － 平成16年

－ 平成16年

既
設
大
学
等
の
状
況

　建築学科 4 － － － 学士(工学) －

　生命環境化学科 4 － － － 学士(工学)

昭和49年

　コンピュータ応用学科 4 － － － 学士(工学) － 平成16年

－ 平成16年

芸術学部 1.21

　電子機械学科 4 － － － 学士(工学)

東京都中野区本町2
丁目9番5号

　写真学科 4 80 － 320 学士(芸術学) 1.20 平成6年

1.17 平成6年

　デザイン学科 4 165 － 660 学士(芸術学) 1.17

　映像学科 4 80 － 320 学士(芸術学)

平成6年

　インタラクティブメディア学科 4 60 － 240 学士(芸術学) 1.24 平成13年

　アニメーション学科 4 80 － 320 学士(芸術学) 1.23 平成15年

1.27 平成19年

　ゲーム学科 4 60 － 240 学士(芸術学) 1.23

　マンガ学科 4 60 － 240 学士(芸術学)

平成22年

芸術別科
東京都中野区本町2
丁目9番5号

　写真技術専修 1 20 － 20 －

附属施設の概要
該当なし

（注）

0.00 平成10年

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，
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令和2年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

東京工芸大学 東京工芸大学
工学部 工学部

工学科 400 - 1600 工学科 400 - 1600
メディア画像学科 0 - 0 メディア画像学科 0 - 0 平成31年4月学生募集停止
生命環境化学科 0 - 0 生命環境化学科 0 - 0 平成31年4月学生募集停止
建築学科 0 - 0 建築学科 0 - 0 平成31年4月学生募集停止
コンピュータ応用学科 0 - 0 コンピュータ応用学科 0 - 0 平成31年4月学生募集停止
電子機械学科 0 - 0 電子機械学科 0 - 0 平成31年4月学生募集停止

芸術学部 芸術学部
写真学科 80 - 320 写真学科 80 - 320
映像学科 80 - 320 映像学科 80 - 320
デザイン学科 165 - 660 デザイン学科 155 - 620 定員変更（△10）
インタラクティブメディア学科 60 - 240 インタラクティブメディア学科 70 - 280 定員変更（10）
アニメーション学科 80 - 320 アニメーション学科 70 - 280 定員変更（△10）
マンガ学科 60 - 240 マンガ学科 60 - 240
ゲーム学科 60 - 240 ゲーム学科 70 - 280 定員変更（10）

計 985 - 3940 計 985 - 3940

東京工芸大学大学院 東京工芸大学大学院
工学研究科 工学研究科

メディア工学専攻（M) 15 - 30 メディア工学専攻（M) 15 - 30
メディア工学専攻（D) 2 - 6 メディア工学専攻（D) 2 - 6
工業化学専攻（M) 20 - 40 工業化学専攻（M) 20 - 40
工業化学専攻（D） 2 - 6 工業化学専攻（D） 2 - 6
建築学・風工学専攻（M) 10 - 20 建築学・風工学専攻（M) 10 - 20
建築学・風工学専攻（D) 5 - 15 建築学・風工学専攻（D) 5 - 15
電子情報工学専攻（M） 20 - 40 電子情報工学専攻（M） 20 - 40
電子情報工学専攻（D） 2 - 6 電子情報工学専攻（D） 2 - 6

芸術学研究科 芸術学研究科
メディアアート専攻（M） 12 - 24 メディアアート専攻（M） 12 - 24
メディアアート専攻（D） 2 - 6 メディアアート専攻（D） 2 - 6

計 90 - 193 計 90 - 193

学校法人東京工芸大学　設置認可等に係る組織の移行表
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1 

（１）都道府県内における位置関係の図面

中野校地 

厚木校地 

運動場用地（樋ケ崎） 

運動場用地（上古沢） 

運動場用地（伊勢原） 



2 

（２）最寄り駅からの距離，交通機関及び所要時間がわかる図面

本厚木駅から約 5㎞ 

バス利用約 15分 

神奈川中央交通路線

バス運行 

運動場用地

樋ケ崎

中野坂上
新

宿

駅 

本

厚

木

駅

東京メトロ丸ノ内線 
都営地下鉄大江戸線 

至荻窪 

至渋谷 

至池袋 

Ｊ
Ｒ
山
手
線中野校地

学校法人事務局

東京工芸大学芸術学部校地

東京都中野区本町 2－9－5 

小
田
急
小
田
原
線

厚木校地

東京工芸大学工学部校地

厚木市飯山字西登山 1583-1 

厚木市飯山字台ノ上 2103-1 

運動場用地

上古沢

厚木市上古沢字宮

下 1333-1 運動場用地

伊勢原

伊勢原市日向大久

保 2108 

約700ｍ 

徒歩約7分 

至横浜Ⅰ.C 

至秦野中井Ⅰ.C 

東
名
高
速
道
路

小田急線経由約 1時間 30 分 

東名厚木I.C.から約7㎞ 

車利用約 20 分～25分 厚木校地から約 8㎞ 

小田急線伊勢原駅から

約 5.5㎞ 

バス利用約 15分 

厚木校地から約 2㎞ 

バス利用約 5分 

徒歩約 25分 

約 6 分 

約 6 ㎞ 

小田急線 

新宿～本厚木駅 

急行約 50分 

至池袋 

厚木Ⅰ.C 



50

第
9
章

校
舎
案
内

地震がおきたら

地震に備えて

消火器の
使い方

粉末・強化液消火器の場合

②ホースをはずして
火元に向ける。

①安全ピンに指をかけ
上に引き抜く。 ③レバーを握って

噴射する。

火災にはまともに
正対しないように。

風上に回り風上から消す。
やや腰を落として姿勢をなるべく低く。
熱や煙を避けるように構える。
燃え上がる炎や煙にまどわされずに燃えてい
るものにノズルを向け、火の根元を掃くよう
に左右に振る。

①落ち着く
　地震は前触れもなしにやってきます。大抵の人は冷静さを失い、適
切な行動がとれなくなります。地震の時にどれくらい落ち着いていら
れるかが重要です。

②身の安全を確保する
　まず第１に身の安全を確保することが大切です。机の下にもぐり
込むなどして、落下物から身を守りましょう。

③出火を防ぐ
　身の安全の次に重要なのが、火災を出さないようにすることで
す。直ぐに火が消せる場合は、まず火の始末を。余裕がない場合は、
無理せず身の安全を確保してから、揺れの合間をみて火の始末をし
ましょう。ガス器具やストーブの火を消し、電気器具はプラグを抜き
ましょう。

④避難する
 揺れが収まってもガラスの落下等の危険があるので、むやみに外
に飛び出さないようにしましょう。避難する時も、ブロック塀や石
塀、自動販売機等の倒壊の恐れのあるものから離れて安全な場所
に避難しましょう。

⑤デマに惑わされない
 災害時に正確な判断を行うために、正しい情報が重要です。デマ
に惑わされないようにテレビやラジオの地震情報に注意し、状況を
的確に判断しましょう。

⑥万が一に備えて
 大地震の際、電気、ガス、水道等のライフラインが止まり、生活に
支障がでます。救援物資等が届くまでは、３日間あれば大丈夫とい
われています。
 日頃から万が一の事態にそなえて、最低限の非常持出品を用意
しておきましょう。

非常持出品の例

携帯ラジオ 懐中電灯

非常食（カンパンなど火を通さなくても食べられるもの）

水（ミネラルウォーター）

生活用品（ティッシュ、ビニール袋、ライター、洗面用具、

雨具）

救急薬品（ばんそうこう、消毒薬、ガーゼ、包帯、風邪薬、

胃腸薬、常備薬（持病のある人））

地図 筆記用具 預金通帳・健康保険証

印鑑 免許証 現金

● ●

●

●

●

●

● ● ●

● ● ●

※できればリュックサックを用意し、いつでも持ち出せ

るようにしておきましょう。

地震はいつ、どこで、どのような形で起こるか予想ができません。日頃から自分の住んでいる地域の避難場所を確認しておき、いざという時に、
迷わず行動できるようにしておきましょう。また、家族と離れて暮らしている人は、連絡方法を決めておきましょう。
※災害用伝言ダイヤル（171）
　災害時には、多くの人が電話を使用するので電話がかかりにくくなります。このような場合に「171」に電話し、メッセージを録音したり、聞い
たりできるのがこのサービスです。携帯電話、ＰＨＳ、スマートフォンからも利用できます。

凡 例
広域避難場所……★
指定避難場所……●

中央中学校 

中野区役所一帯 

桃花小学校 

桃園小学校 

中野第一
小学校

中野本郷小学校 

みなみの小学校 

公社広町住宅一帯 

東京大学附属 
中等教育学校一帯 

第二中学校 

中野中学校跡施設

桃園第二 
小学校 

谷戸小学校 

明治大学付属 
    中野中・ 

高等学校 

中野東中学校 

塔山小学校 

百人町三丁目地区 
（新宿区） 

新宿中央公園一帯 
（新宿区） 

立正佼成会大聖堂一帯 
（杉並区） 

宝仙学園 

第十中学校 

山
手
通
り

青梅街道 

早稲田通り

中野富士見町駅 

中野
新橋
駅 

中野坂上駅 

東中野駅 

落合駅 

中野駅 

新中野駅 

南中野中学校 

新渡戸文化
学園 

中野区

東京工芸大学
中野キャンパス

※
日
頃
か
ら
自
分
た
ち
で

確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

広
域
避
難
場
所
・
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定
避
難
場
所

3号館 

AED●

神田川

5号館 
（芸術情報館）

1号館 

2号館 
工事中

コート

中野図書館（4号館）

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　
7
号
館

AED●

自転車駐輪場

6号館

●AED

８号館

（３）校舎の配置図（中野キャンパス）

当該届出に係る学科の使用施設

専用施設

共用施設

■ 校地面積：13,250㎡
■ 校舎面積：26,417㎡
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東 京 工 芸 大 学 学 則（案） 

 

第１章 総則 
 
第１条～第４条 （略） 

 
（収容定員等） 

第５条 本大学の入学定員及び収容定員は，次のとおりとする。 
学部・学科 入学定員 収容定員 

工
学
部 

工学科 400 人 1600 人 

総合工学系  機械コース 50    

        電気電子コース 50    

        情報コース 110    

        化学・材料コース 50    

 建築学系   建築コース 140    

小 計 400  1600  

芸
術
学
部 

写真学科 80  320  

映像学科 80  320  

デザイン学科 155  620  

インタラクティブメディア学科 70  280  

アニメーション学科 70  280  

マンガ学科 60  240  

ゲーム学科 70  280  

小 計 585  2340  

 合 計 985  3940  

 
 
第６条 （略） 

 
第２章～第１４章 （略） 
 

 第１５章  雑則 

（略） 

附 則 

１ 本学則は，令和３年４月１日から施行する。 
２ 令和２年度以前の入学者については，従前の学則に定めるとおりとする。 

 
 
別表１－１～５－２ （略） 
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イ． 学則変更（収容定員変更）の必要性 ｐ．2 

ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 ｐ．3 

（ア） 教育課程の変更内容 ｐ．3 

（イ） 教育方法及び履修指導方法の変更内容 ｐ．3 

（ウ） 教員組織の変更内容 ｐ．4 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 ｐ．4 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 

ア． 学則変更（収容定員変更）の内容 

令和 3 年度入学生から，東京工芸大学学則第 5 条に定める芸術学部デザイン学科，インタラ

クティブメディア学科，アニメーション学科，ゲーム学科の入学定員及び収容定員について，

以下のとおり変更を行う。 

なお，本件は当該学部及び大学の収容定員の総数の増減を伴わない変更である。 

 

変更後（令和 3年度から） 現行 

 

学部・学科 入学定員 収容定員 

工
学
部 

工学科 400 人 1600 人 

総合工学系 

機械コース 

 

50 

   

電気電子コース 50    

情報コース 110    

化学・材料コース 50    

建築学系 

建築コース 

 

140 

   

小 計 400  1600  

芸
術
学
部 

写真学科 80  320  

映像学科 80  320  

デザイン学科 155  620  

インタラクティブ 

メディア学科 
70  280  

アニメーション学

科 
70  280  

マンガ学科 60  240  

ゲーム学科 70  280  

小 計 585  2340  

 合 計 985  3940  

 

 

 

学部・学科 入学定員 収容定員 

工
学
部 

工学科 400 人 1600 人 

総合工学系 

機械コース 

 

50 

   

電気電子コース 50    

情報コース 110    

化学・材料コース 50    

建築学系 

建築コース 

 

140 

   

小 計 400  1600  

芸
術
学
部 

写真学科 80  320  

映像学科 80  320  

デザイン学科 165  660  

インタラクティブ 

メディア学科 
60  240  

アニメーション学

科 
80  320  

マンガ学科 60  240  

ゲーム学科 60  240  

小 計 585  2340  

 合 計 985  3940  
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イ． 学則変更（収容定員変更）の必要性 

「教育環境（教育効果・質の向上及び施設・設備）の最適化」及び「入口（志願者倍率）と

出口（就職率）から見た最適化」の観点から，「ア．学則変更（収容定員変更）の内容」に示

す表のとおり，インタラクティブメディア学科及びゲーム学科の入学定員をそれぞれ 10名増

加，デザイン学科及びアニメーション学科の入学定員をそれぞれ 10名削減，芸術学部入学定

員の総数の変更は伴わない学則変更を行うこととした。 

 

・教育環境（教育効果・質の向上及び施設・設備）の視点からの最適化 

本学芸術学部は，平成 29年 9月に就学地変更を決定・公表し，従前は 1，2年次生が神奈川

県厚木市の厚木キャンパス，3，4年次生は東京都中野区の中野キャンパスであったが，平成

31年度から全学年を中野キャンパスに集約した。「メディア芸術のすべてを都心の１キャンパ

スで学べる大学」という環境が整備され，今後はメディア芸術に特化した芸術学部として，よ

り一層の教育効果・質の向上，施設・設備の最大限の有効活用を進めていく。 

現在の芸術学部各学科の入学定員は，165名 1学科，80名 3学科，60名 3学科であるが，

今回の学則変更（収容定員変更）後は入学定員 155名 1学科，80名 2学科，70名 3学科，60

名 1学科となる。これにより 80 名の学科を基本とし，最大の学科でもこの 2倍以下の 155名

となることから，授業時間割の教室配置等において効率よく施設・設備を活用することができ

るようになる。 

 

・入口（志願倍率）と出口（就職率）の視点からの最適化 

入学定員増加を行う芸術学部インタラクティブメディア学科及びゲーム学科の志願倍率は，

資料 1のとおり年々倍率が高くなっており，過去 5年間の平均志願倍率は，インタラクティブ

メディア学科 5.08倍，ゲーム学科 6.84倍と非常に高い倍率となっている。また，両学科の就

職率は資料 2のとおりであり，過去 5年間の平均就職率は，インタラクティブメディア学科

94.4％，ゲーム学科 91.4％と 90％を上回っている。 

一方，入学定員減を行う芸術学部デザイン学科及びアニメーション学科の過去 5年間の平均

志願倍率は，デザイン学科 3.88 倍，アニメーション学科 3.93倍と高い倍率を維持している

が，過去 5年間の平均就職率は，デザイン学科 84.0％，アニメーション学科 81.5％であり，

インタラクティブメディア学科及びゲーム学科と比較すると 80％台にとどまっている。 

過去 5年間の平均志願倍率と就職率の両方が高い学科は定員増，志願倍率は高いが就職率が

80％台にとどまっている学科は定員削減の考え方で最適化する。 
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ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（ア）教育課程の変更内容 

入学定員の変更はインタラクティブメディア学科及びゲーム学科が各 10名の増加，デザイ

ン学科及びアニメーション学科が各 10名の削減であり，各学科・各学年の現行の教育体制に

影響を及ぼすことはないと想定しており，教育課程・教育方法は現状を踏襲することとしてい

る。 

なお，カリキュラム改編については，今後も本学の教育理念等に照らし，学生の思考，社会

のニーズ等も踏まえながら，人材育成に必要な内容となるよう継続的に検討を行い，教育の質

の維持向上をはかっていくものである。 

以上のことから，収容定員変更前と同等以上の内容を担保することができる。 

 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

本学芸術学部は，写真学科，映像学科，デザイン学科，インタラクティブメディア学科，ア

ニメーション学科，マンガ学科，ゲーム学科の 7学科であり，メディア芸術に特化した学科構

成となっている。そのため，本学部の教育課程は，専門教育課程の科目を学ぶための基礎とし

て必要となる広範な知識と教養を高め，芸術学部生としての資質・感性の寛容を目的とした基

礎教育課程と，専門知識・専門技術を習得し，実践力・応用力を身に付けられるよう，各学科

の専門分野に特化した専門教育課程で構成している。双方の教育課程の相乗効果を発揮できる

よう，低学年時から基礎教育科目と専門科目を履修できるカリキュラムとし，また，演習科

目，実習科目を多く取り入れ，コミュニケーション能力や実践力を身に付ける構成としてい

る。 

履修指導については，毎年度始めにガイダンス期間を設け学科・学年別に適した履修指導を

行っている。また，低学年次生にはオフィスアワー等で，高学年次生はゼミ担当教員等により

きめ細やかな履修指導を行っている。事務部教務課窓口においても，随時学生からの履修相談

に応じている。 

以上のことから，収容定員変更前と同等以上の内容を担保することができる。 
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（ウ）教員組織の変更内容 

本学では，従前から「東京工芸大学教員人事基本方針」により各学部及び各学科の教員定数

を定めている。 

収容定員の変更を行う令和 3年度（開設年度）以降におけるデザイン学科，インタラクティ

ブメディア学科，アニメーション学科及びゲーム学科の教員定数は，同方針により以下の表の

とおり定められており，大学設置基準に定める教員定数を十分に満たす教員数を確保すること

としている。 

【令和 3年度以降の教員定数】 

学科 

基準等 
デザイン学科 

インタラクティ

ブメディア学科 

アニメーション

学科 
ゲーム学科 

大学設置基準 9 7 7 7 

本学人事基本方針 19 9 9 9 

いずれの 4学科とも，現状においても大学設置基準を十分に上回る教員数を確保しており，

収容定員変更を行った場合でも同基準を下回ることはない。開設年度以降に定年及び契約期間

満了に伴う退職者が発生する学科においては，計画的に新任教員の採用を実施し，教育に支障

のない組織を維持していく。 

 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 

本学では，工学部と芸術学部でキャンパスが分かれている。芸術学部の就学地である中野キ

ャンパスでは，平成 30年度にＰＣ演習室 3室の増設，普通教室 3室の増設，デッサン室の新

設，防音多目的室の新設，学生食堂の拡張，学科施設の改修等を，令和元年度にクラブハウス

棟の新設，新棟 6号館の建設（普通教室，アクティブラーニングルーム，ラウンジ，ギャラリ

ー，多目的ルーム等を配置）を行い，学部全体の施設・設備については十分に整備されてい

る。さらに，令和 2年 10月には新棟 8号館（学生支援スペース，基礎教育教員研究室等を配

置）が竣工の予定であり，一層の施設・設備の充実が予定されている。 

収容定員の変更に伴い，定員増となるインタラクティブメディア学科及びゲーム学科には令

和 2年度，3年度に施設改修を行い，令和 4年 4月までには相応の面積を学科施設に転用する

計画である。一方，定員削減となるデザイン学科及びアニメーション学科については，令和 4

年度，5年度を目途に学科施設の一部を改修し，令和 6年 4月までに学部共有施設に転用する

計画である。 

これらの整備により，収容定員の変更前と同等以上の内容を担保することができる。 
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資料 1 

入学志願者状況等 

 

学部等名 項目 

平成 28年

度入試 
(平成 27 年

度実施) 

平成 29年

度入試 
(平成 28 年

度実施) 

平成 30年

度入試 
(平成 29 年

度実施) 

平成 31年

度入試 
(平成 30 年

度実施) 

令和 2 年

度入試 
(令和元年

度実施) 

過去 5 年

間平均 

芸術学部 入学定員 165 165 165 165 165 165 

デザイン

学科 

志願者数 401 379 514 965 944 641  

受験者数 385 368 492 914 902 612  

合格者数 366 342 408 304 375 359  

入学者数 177 180 205 196 197 191  

志願倍率 2.43  2.30  3.12  5.85  5.72  3.88  

定員超過率 1.07  1.09  1.24  1.18  1.19  1.15  

インタラ

クティブ

メディア

学科 

入学定員 60 60 60 60 60 60 

志願者数 193 151 226 517 439 305  

受験者数 188 144 218 501 428 296  

合格者数 121 134 121 91 138 121  

入学者数 79 65 80 72 82 76  

志願倍率 3.22  2.52  3.77  8.62  7.31  5.08  

定員超過率 1.31  1.08  1.33  1.20  1.36  1.25  

アニメー

ション学

科 

入学定員 80 80 80 80 80 80 

志願者数 220 211 311 356 474 314  

受験者数 215 204 287 328 449 297  

合格者数 185 176 186 160 190 179  

入学者数 98 99 107 93 99 99  

志願倍率 2.75  2.64  3.89  4.45  5.92  3.93  

定員超過率 1.22  1.23  1.33  1.16  1.23  1.23  

ゲーム学

科 

入学定員 60 60 60 60 60 60 

志願者数 246 230 372 630 576 411  

受験者数 242 226 358 609 550 397  

合格者数 114 135 125 85 101 112  

入学者数 81 82 77 74 63 75  

志願倍率 4.10  3.83  6.20  10.50  9.60  6.84  

定員超過率 1.35  1.36  1.28  1.23  1.05  1.25  
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資料 2 

就職率等 

 

学部等名 項目 

平成 27

年 3月卒

業者 

5/12確定 

平成 28

年 3月卒

業者 

5/19確定 

平成 29

年 3月卒

業者 

5/18確定 

平成 30

年 3月卒

業者 

5/17確定 

平成 31

年 3月卒

業者 

5/16確定 

過去 5年

間平均 

芸術学部 

デザイン学

科 

就職率 83.0 85.6 89.5 77.3 84.5 84.0  

実質就職率 72.7 63.0 67.1 61.8 53.0 63.5  

進路決定率 72.2 66.8 69.3 62.8 55.0 65.2  

インタラク

ティブメデ

ィア学科 

就職率 94.7 95.7 90.7 94.5 96.2 94.4  

実質就職率 70.6 59.5 69.6 82.5 83.3 73.1  

進路決定率 76.9 62.2 70.7 82.5 83.9 75.2  

アニメーシ

ョン学科 

就職率 84.0 76.8 79.5 80.0 87.0 81.5  

実質就職率 63.6 55.1 62.5 55.6 56.3 58.6  

進路決定率 70.4 58.5 65.0 57.3 57.5 61.7  

ゲーム学科 就職率 100.0 95.5 95.0 77.1 89.2 91.4  

実質就職率 80.7 73.7 79.2 67.5 70.2 74.3  

進路決定率 82.5 74.1 79.2 68.3 70.8 75.0  

就職率…就職希望者に対する就職率 

実質就職率…卒業者（進学決定者を除く）に対する就職率 

進路決定率…卒業者に対する進路決定率 
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学生の確保の見通しを記載した書類 

 

 

（1）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

・定員設定の考え方 

「教育環境（教育効果・質の向上）の最適化」及び「志願者倍率と就職率から見た定員

最適化」の実現のため，①現在の各学科の専門施設・設備を最大限に有効活用できる定員

とする，②授業時間割配置及び授業運営に支障のない範囲の定員とする，③7学科の定員差

が小さくなる定員とする，という考え方のもとで，インタラクティブメディア学科及びゲ

ーム学科はそれぞれ入学定員 60名を 70名に，デザイン学科は入学定員 165名を 155名に，

アニメーション学科は入学定員 80名を 70名に変更することとした。 

 

 ・定員を充足する見込み 

（志願倍率） 

定員を増加するのはインタラクティブメディア学科及びゲーム学科である。資料 1 のと

おり，インタラクティブメディア学科の志願倍率は平成 28年度入試(平成 27年度実施)3.22

倍，平成 29年度入試(平成 28年度実施)2.52 倍，平成 30年度入試(平成 29年度実施)3.77

倍，平成 31年度入試(平成 30年度実施)8.62 倍，令和 2年度入試(令和元年度実施)7.31倍

と非常に高く，過去 5 年平均では 5.08 倍である。ゲーム学科科の志願倍率は平成 28 年度

入試(平成 27年度実施)4.10倍，平成 29年度実施入試(平成 28年度実施)3.83倍，平成 30

年度入試(平成 29年度実施)6.20 倍，平成 31年度入試(平成 30年度実施)10.50倍，令和 2

年度入試(令和元年度実施) 9.60倍と非常に高く，過去 5年平均では 6.84倍である。 

定員を削減するのはデザイン学科及びアニメーション学科である。デザイン学科の志願

倍率は平成 28年度入試(平成 27 年度実施)2.43倍，平成 29年度入(平成 28年度実施)試

2.30倍，平成 30年度入試(平成 29年度実施)3.12 倍，平成 31年度入試(平成 30年度実

施)5.85 倍，令和 2年度入試(令和元年度実施) 5.72倍，過去 5年平均では 3.88倍であ

る。アニメーション学科志願倍率は平成 28年度入試(平成 27年度実施)2.75 倍，平成 29

年度入試(平成 28年度実施)2.64 倍，平成 30年度入試(平成 29年度実施)3.89倍，平成

31年度実施入試(平成 30年度実施)4.45倍，令和 2年度入試(令和元年度実施) 5.92倍，

過去 5年平均では 3.93倍である。定員を削減するものの，両学科とも一定の志願倍率を

維持しており，むしろ倍率が高くなる傾向にある。 

これらのことから，収容定員変更後も 4 学科とも志願者及び入学者の確保が十分見込め

ると考える。 
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（外部資料からみた地域別の動向） 

日本私立学校振興・共済事業団「平成 31年度私立大学・短期大学等入学者動向」の「地

域別の志願倍率（大学・学校別）」（資料 2）では，平成 31年度は東京都が 11.14倍，神奈

川県が 9.02 倍，埼玉県が 8.11倍，千葉県が 9.44倍であり，東京を中心とした地域への志

願者が多いことがわかる。同調査の「地域別の入学定員充足率（大学・学校別）」（資料 2）

では，東京都は平成 30年度 103.81%，平成 31年度 101.90%である。 

また，文部科学省「学校基本統計(平成 29年度)」の「大学進学時の都道府県別流入・流

出率」（資料 3）では，流入超過は全国で 10都道府県（京都府，東京都，大阪府，神奈川県，

宮城県，福岡県，愛知県，石川県，滋賀県，岡山県）にとどまっており，さらにその中でも

京都府 76％，東京都 73％であるものの，その他の府県は 10％以下である。 

東京都は大学進学者が多く，入学定員充足率も高いことから，東京都に所在している本

学芸術学部は，志願者・入学者を確保することが可能であると考える。 

 

（関係学科・専攻分野別の動向） 

文部科学省「令和元年度学校基本調査の調査結果の概要」（資料 4）のとおり，芸術系の

学科・専攻分野の学生数比率は過去 7年間 2.7%から 2.9%の間で推移している。 

日本私立学校振興・共済事業団「平成 31 年度私立大学・短期大学等入学者動向」（資料

5）では，「芸術系」の入学定員充足率は平成 30 年度 102.17％，平成 31 年度 104.37%とな

っている。また，学部別では，今回収容定員の変更を行う学科の内容と類似する学部であ

る「芸術学部」の入学定員充足率は平成 30 年度 107.55％，平成 31 年度 109.44％，「デザ

イン学部」（本学のデザイン学科，アニメーション学科と同系と想定）の入学定員充足率は

平成 30年度 108.80％，平成 31年度 112.04％，「メディア学部」（本学のインタラクティブ

メディア学科，ゲーム学科と同系と想定）の入学定員充足率は平成 30年度 103.42％，平成

31年度 103.04％となっている。 

このように，芸術系の学科・専攻分野への進学希望者が恒常的に一定数いることから，

志願者・入学者を確保することが可能であると考える。 

 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

資料 1 入学志願者状況等 

平成 28 年度入試(平成 27年度実施・平成 28年 4月入学生）から令和 2年度入試(令和元

年度実施・令和 2 年 4 月入学生）までの 5 年間の年度ごとの入学定員，志願者数，受験者

数，合格者数，入学者数，志願倍率，定員超過率と，この 5 年間の平均を示したデータで

ある。 

今回収容定員変更を行う 4 学科とも，高い志願者倍率で推移している。特に，就学地変

更を発表した平成 30 年度入試（平成 29 年度実施）以降はさらに志願者倍率が高くなって

いる。 
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   資料 2 「平成 31年度私立大学・短期大学等入学者動向」（日本私立学校振興・共済事業

団）の「地域別の志願倍率」，「地域別の入学定員充足率」 

「平成 31年度私立大学・短期大学等入学者動向」は，日本私立学校振興・共済事業団

が平成 31年度に実施した「学校法人基礎調査」から，入学定員，入学定員充足率や入学

者数等を集計し，入学定員充足率や志願者倍率等の動向を規模別，地域別，学部系統別に

まとめられた資料である。そのうち，全国を 21の地域に区分し，学部所在地ごとに集計

した資料から，本学芸術学部が所在する東京都及び近郊の県の志願倍率と入学定員充足率

を示したデータである。東京都は志願倍率，入学定員充足率ともに高い結果となってい

る。 

 

資料 3 「文部科学省学校基本統計(平成 29年度)」（文部科学省）の「大学進学時の都道

府県別流入・流出率」 

文部科学省「文部科学省学校基本統計(平成 29年度)」の「大学進学時の都道府県別

流入・流出率」を示したデータである。流入超過は 10都府県（京都府，東京都，大阪

府，神奈川県，宮崎県，福岡県，愛知県，石川県，滋賀県，岡山県），流出超過は 37道

府県である。本学芸術学部が所在する東京都の流入超過率は 73％と高く，東京都に所

在する大学への進学者が多く，他県に比較して入学者を確保しやすい環境であることが

わかる。 

 

資料 4 「令和元年度学校基本調査の調査結果の概要」（文部科学省）の「関係学科・専

攻分野別学生数の比率の推移（大学・大学院）」 

文部科学省「令和元年度学校基本調査の調査結果の概要」の「関係学科・専攻分野別

学生数の比率の推移（大学・大学院）」を示したデータである。平成 21年度，平成 26

年度から令和元年度の７年間の推移が示されているが，「芸術」については 2.7%から

2.9%の間で推移しており，芸術系の科・専攻分野の在学生数が一定比率であることがわ

かる。 

 

資料 5 「平成 31 年度私立大学・短期大学等入学者動向」（日本私立学校振興・共済事業

団）の「主な学部別の志願者・入学者動向」 

日本私立学校振興・共済事業団「平成 31年度私立大学・短期大学等入学者動向」の

「主な学部別の志願者・入学者動向」を示したデータである。「芸術系」の入学定員充

足率は平成 30年度 102.17％，平成 31年度 104.37%となっており，今回収容定員変更を

行う学科と類似の学部・学科の入学定員充足率も 100％以上であることがわかる。 

 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

（オープンキャンパス） 
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本学芸術学部では，高校生及びその保護者をメインの対象として，毎年計 3回（4日間）のオ

ープンキャンパスを開催している。芸術学部長による全体説明，学科別説明，保護者向け説明，

体験授業，学生作品展示，入試相談等の企画を行っている。今回収容定員の変更を行う 4 学科

とも参加者数（資料 6）が多く，年々増加の傾向にあり，学生確保の取り組みとして成果が上が

っていると考える。 

 

（高校生を対象とした入試広報活動） 

本学教員が高校に出向いて授業を行う出前授業，学校見学の受け入れ，高校での校内ガイダ

ンス，高校訪問，学内外での入試相談会など，多数の入試広報活動を展開している。 

令和元年度の実績は，出前授業 49件，学校見学 121件 166名，校内ガイダンス 256件（全

学系 170件 1193 名，芸術学系 86 件 933名），入試相談会 50件(全学系 38件 462名，芸術学系

12件 278名)であり，高校生に対する広報活動として効果があると考えている。 

また，芸術学部卒業・大学院修了制作展，教員の研究成果発表展等を開催する際には，高校

生や高校等に開催の案内をしており，学生の作品，教員の作品・研究成果等を直接みてもらう

ことで，本学の教育内容を伝えている。 

 

（多様な入試制度） 

AO 入試，社会人入試，留学生入試，推薦入試，表現力入試，全学統一入試，一般入試，セ

ンター試験利用入試といった様々な試験を導入している。また，入学検定料の併願割引，学費

減免制度（特待生，アート・スカラシップ）を設け，志願者及び入学者の確保の施策としてい

る。 

 

（高校教諭を対象とした入試広報活動） 

毎年，高校教諭を対象とした入試説明会を開催し，大学及び各学部の教育の特色等について

説明するとともに，その年度の入試制度の変更点の説明や高校教諭からの個別相談等を行って

いる。令和元年度の入試説明会の参加校数・参加者数は 112校 115名である。 

また，本学入試課職員と専門スタッフによる高校訪問も積極的に行っており，令和元年度の

実績は 172件（全学系 114件，芸術学系 58件）である。 

 

（ホームページ） 

平成 29年 7月にホームページを全面リニューアルした。本学の情報をステークホルダー，特

に受験生に向けてわかりやすく効果的なものとなるようにという方針に基づき，「デザイン性」

「モバイルファースト」「受験生向けサイト設置」に重点を置いた。リニューアル後は毎月アク

セス解析を行い，その結果をさらなる修正に反映させている。解析の結果（資料 7）では，「受

験生」のホームページ訪問回数，ページビューともに増加している。 

また，株式会社日経 BP コンサルティングによる「大学スマホ・サイトユーザビリティ調査

2019-2020」（資料 8）では，本学は調査対象全 260サイト中６位（ホームページリニューアル前



5 

は 15位）となり，関東私立大学の中では第３位（昨年は５位）という結果も出ており，ホーム

ページが有効な広報活動の手段となっていると考えている。 

 

（その他の広報活動） 

プレスリリースの配信，新聞への広告掲載，キャンパス周辺駅（新宿駅，中野坂上駅，西新

宿駅等）への大学看板の掲出，杉並区施設のネーミングライツ契約（「東京工芸大学杉並アニ

メーションミュージアム」）等も行っており，様々な方法で積極的な情報発信を継続し，学生

確保の取り組みを行っている。 

 

 

（2）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

収容定員を変更する芸術学部デザイン学科，インタラクティブメディア学科，アニメーショ

ン学科及びゲーム学科の人材養成上の目的・教育目標は以下のとおりである。 

 

〇芸術学部 

現代社会における芸術の役割を認識し，広範な活動領域で持続的な創作活動及び研究を行

うことのできる人材を養成する。 

 

〇デザイン学科 

文化を形成する重要な要素として幅広いデザイン領域を位置付け，時代と共に変革する新

しい技術を駆使した表現力と，デザインの使命を的確に把握できる思考力を兼ね備え，美的

要素，理論的要素のどちらにも偏重することのないデザインの実現により社会・文化形成に

貢献できる有能な人材を養成する。 

 

〇インタラクティブメディア学科 

拡大する新たなニーズに応え，コンピュータと人間，コンピュータを介した人間同士のイ

ンタラクティビティに特化した表現分野における独創的表現力や次世代サービスの企画力を

発揮できる芸術的表現力と工学的技術力を兼ね備えた人材を養成する。 

 

〇アニメーション学科 

映像・絵画・デザイン・音楽・文学など，多様な分野が関わって作り上げられる総合的な

芸術形式で，日本が世界に誇る文化でもあるアニメ ーションについて，その表現や理論を

教育研究し，やがて世界で活躍できる優秀な人材を養成する。 
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〇ゲーム学科 

あらゆるゲームの根底にある”遊びの本質”を追求し，単なるエンタ ーテインメントに

とどまらず，新たな表現・インターフェース，教育や医療・福祉分野への応用など，今後一

層広がり続けるゲームの可能性を拓き，世界で活躍するクリエイターとなる人材を養成す

る。 

 

 

②上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

 

（就職率，就職先業種） 

資料 9のとおり，平成 31年 3月卒業者の就職率はデザイン学科 84.5％，インタラクティブ

メディア学科 96.2％，アニメーション学科 87.0％，ゲーム学科 89.2％である。過去 5年間の

平均就職率を見ても，デザイン学科 84.0％，インタラクティブメディア学科 94.4％，アニメ

ーション学科，81.5％ゲーム学科 91.4％と高く，本学の学生が企業に求められていることが

わかる。 

また，資料 10のとおり，就職先の業種を見ると学科の教育内容・専門分野に関連した業種

への就職が中心であるが，それ以外の業種に就職する学生も一定の割合でおり，社会人として

求められるスキルを持った人材として企業に求められていると考えている。 

 

（求人状況） 

令和元年度（令和 2年 3月卒対象）に受付けた求人のうち，芸術学部を対象とした求人企業

の業種別企業数及び業種別割合は（資料 11）のとおりである。収容定員の変更を行う 4学科

の専門分野に関連するデザイン関連，IT／ネットワーク関連，インタラクティブメディア関

連，アニメーション関連，ゲーム／アプリ関連の業種から広く求人を受けている。 

IT／ネットワーク関連企業は，近年 ITエンジニア職を積極的に採用する傾向があり，イン

タラクティブメディア学科やゲーム学科への求人につながっている。 

ゲーム／アプリ関連企業は，プレイステーションやスイッチなどのようなコンシューマーゲ

ームに加え，スマホ等の個人端末を使ったネットゲームの急激により，ゲーム制作に必要な３

要素（プランナー，デザイナー，エンジニア）の 3分類の要素が必要とされており，ゲーム制

作会社ゲーム学科への求人につながっている。 

広告／デザイン／WEB 関連企業は，従来の TVCMや紙媒体から WEBに移行しており，市場状

況も大きな変化をしており，WEB デザイン，UI/UXデザイン等の新しい技術を必要としている

ため，デザイン学科，インタラクティブメディア学科への求人につながっている。 

なお，芸術学部を対象とした求人企業数は平成 27年度 708社，平成 28年度 703社，平成

29 年度 683 社，平成 30年度 542 社，令和元年度 560社であり，毎年度安定した求人がある。

（平成 30年度から集計方法を変更）なお，求人数については正確には集計していないが，概

ね 1社平均 3名程度のため，求人数は上記の約 3倍程度と考えられる。 



7 

 

（クリエイティブ産業の集積状況と本学中野キャンパスの位置関係） 

東京都労働局が実施した「平成 26 年度政策調査 クリエイティブ産業の実態と課題に関する

調査 報告書」において，「東京都内のクリエイティブ産業の多くは区部に集積している。区部

の集積状況を分野別にみると，「芸術」は中央区・港区，「舞台芸術，音楽，映画・ビデオ・写

真・デザイン，広告」は港区・渋谷区，「テレビ・ラジオ・報道」は港区，「アニメ」は杉並区，

「ゲーム」は新宿区，（略）「ファッション（デザイン・美容）は渋谷区」（略）となっている。」

と報告されている。同報告書に掲載されている「東京都区部におけるクリエイティブ産業の集

積状況」（資料 12）をみても，本学中野キャンバスはクリエイティブ産業・分野の集積地に位置

しており，教育・就職に有利な条件であると考える。 

 

（国の政策からみた動向） 

政府は，文化芸術基本法（平成 13年法律第 148号）第 7条第 1項に基づき，文化芸術推進

基本計画を定めている。戦略 3では「国際文化交流・協力の推進と文化芸術を通じた相互理

解・国家プランディングへの貢献」，戦略 5では「多様で高い能力を有する専門的人材の確

保・育成」等が掲げており，世界的にも高い評価を得ている我が国のメディア芸術について，

更なる芸術水準の向上が重要事項として位置付けられている。 

文化庁は，芸術文化は人々に感動をもたらして人生を豊かにするものであると同時に，社会

全体を活性化する上で大きな力となるものであり，その果たす役割は極めて重要であるとして

いる。「文化庁メディア芸術祭」ではアート，エンターテインメント，アニメーション，マン

ガの 4部門において優れた作品の顕彰等を，「メディア芸術連携促進事業 連携共同事業」で

はマンガ，アニメーション，ゲーム及びメディアアートにわたるメディア芸術分野において必

要とされる連携共同事業等について新たな創造の促進と専門人材の継続的・発展的な協力関係

の構築を進めている。 

このようにメディア芸術の発展・振興は国の重要な政策のひとつとなっており，それを支え

る人材の養成・輩出は国の政策にマッチしたものであると考えている。 
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資料 1 

入学志願者状況等 

 

学部等名 項目 

平成 28年

度入試 
(平成 27 年

度実施) 

平成 29年

度入試 
(平成 28 年

度実施) 

平成 30年

度入試 
(平成 29 年

度実施) 

平成 31年

度入試 
(平成 30 年

度実施) 

令和 2 年

度入試 
(令和元年

度実施) 

過去 5 年

間平均 

芸術学部 入学定員 165 165 165 165 165 165 

デザイン

学科 

志願者数 401 379 514 965 944 641  

受験者数 385 368 492 914 902 612  

合格者数 366 342 408 304 375 359  

入学者数 177 180 205 196 197 191  

志願倍率 2.43  2.30  3.12  5.85  5.72  3.88  

定員超過率 1.07  1.09  1.24  1.18  1.19  1.15  

インタラ

クティブ

メディア

学科 

入学定員 60 60 60 60 60 60 

志願者数 193 151 226 517 439 305  

受験者数 188 144 218 501 428 296  

合格者数 121 134 121 91 138 121  

入学者数 79 65 80 72 82 76  

志願倍率 3.22  2.52  3.77  8.62  7.31  5.08  

定員超過率 1.31  1.08  1.33  1.20  1.36  1.25  

アニメー

ション学

科 

入学定員 80 80 80 80 80 80 

志願者数 220 211 311 356 474 314  

受験者数 215 204 287 328 449 297  

合格者数 185 176 186 160 190 179  

入学者数 98 99 107 93 99 99  

志願倍率 2.75  2.64  3.89  4.45  5.92  3.93  

定員超過率 1.22  1.23  1.33  1.16  1.23  1.23  

ゲーム学

科 

入学定員 60 60 60 60 60 60 

志願者数 246 230 372 630 576 411  

受験者数 242 226 358 609 550 397  

合格者数 114 135 125 85 101 112  

入学者数 81 82 77 74 63 75  

志願倍率 4.10  3.83  6.20  10.50  9.60  6.84  

定員超過率 1.35  1.36  1.28  1.23  1.05  1.25  
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資料 2 

「平成 31年度私立大学・短期大学等入学者動向」 

「地域別の志願倍率」「地域別の入学定員充足率」（日本私立学校振興・共済事業団） 

 

全国を 21の地域に区分した。集計は学部所在地ごととした。

 

注／標記の引用資料に説明の該当部分を→で表示 
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資料 3 

 

「学校基本統計（平成 29年度）」 

「大学進学時の都道府県別流入・流出率」（文部科学省） 

 

 

  

注／標記の引用資料に説明の該当部分を〇で表示 
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資料 4 

 

「令和元年度学校基本調査の調査結果の概要」 

「関係学科・専攻分野別学生数の比率の推移（大学・大学院）」（文部科学省） 

 

 

 

  

注／標記の引用資料に説明の該当部分を□で表示 
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資料 5 

「平成 31年度私立大学・短期大学等入学者動向」 

「主な学部別の志願者・入学者動向（大学）」（日本私立学校振興・共済事業団） 

  

注／標記の引用資料に説明の該当部分を で表示 
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資料 6  

 

オープンキャンパス参加者数等 

 

学部等名 平成 27 年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

芸術学部 

デザイン学科(名) 
484 512 634 856 978 

前年度比(％) 105.79 123.83 135.02 114.25 

インタラクティブ

メディア学科(名) 
175 164 150 257 298 

前年度比(％) 93.71 91.46 171.33 115.96 

アニメーション 

学科(名) 
259 274 315 317 392 

前年度比(％) 105.79 114.96 100.63 123.66 

ゲーム学科(名) 229 327 383 593 560 

前年度比(％) 142.79 117.13 154.83 94.44 

計(名) 1,147 1,277 1,482 2,023 2,228 
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資料 7  

東京工芸大学公式 Webサイト アクセス解析報告 

１．公式 Webサイト全体の訪問数とページビュー数 

図１に本学公式 Web サイト全体の訪問数、図 2 にページビュー数を示す。学内からアクセスさ

れたものは除外し、学外からのアクセスであってもコウゲイ.net に移動したものは本学の学生や

教職員とみなして除外している。これらを除外した全データを「全学外」と定義し、そのうち「入

試情報」と「オープンキャンパス」のページを見たものを「受験生」と定義している。 

図中に示した比率の数値のとおり、訪問数、ページビュー数ともに前年より増加している。ペ

ージビュー数を訪問数で除したものが、１回の訪問で見たページ数となるが、「全学外」は約 3.8

ページ/回、「受験生」は約 5.8ページ/回となっている。 

 

図 1 東京工芸大学公式 webサイト全体の訪問数 

図 2 東京工芸大学公式 webサイト全体のページビュー数 
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2. モバイル比率 

スマホからアクセスされた比率（モバイル比率）を図 3に示す。モバイル比率は昨年よりさら

に高くなっており、直近 1年間（2018年 12月～2019年 11月）の期間平均値は、「全学外」で

66％、「受験生」で 69％に達している。スマホサイトの重要性が再確認された。 

 

図 3 モバイル比率 

 

3. 学科・コース別訪問数 

 学科・コース別訪問数を図 4に示す。上から順に 2018 年 12月から 2019年 11月までの 1年間

の期間総訪問数が多い順に並べている。 

 
図 4 芸術学部学科別訪問数 
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資料 8 

   

  １（書類等の題名） 

「大学スマホ・サイトユーザビリティ調査 2019-2020」 

 

   ２（出典） 

株式会社日経 BP コンサルティング 

 

   ３（引用範囲） 

「大学スマホ・サイトユーザビリティ調査 2019-2020」 

（株式会社日経 BPコンサルティング） 

https://consult.nikkeibp.co.jp/info/news/2019/1025sus/ 

     ※上記 URL から，「総合ランキング、ベスト 20（2019 年）」を引用。 

 

   ４（その他の説明） 

標記の引用資料に説明の該当部分を□で表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://consult.nikkeibp.co.jp/info/news/2019/1025sus/
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資料 9 

 

就職率等 

 

学部等名 項目 

平 成 27

年 3 月卒

業者 

5/12確定 

平 成 28

年 3 月卒

業者 

5/19確定 

平 成 29

年 3 月卒

業者 

5/18確定 

平 成 30

年 3 月卒

業者 

5/17確定 

平 成 31

年 3 月卒

業者 

5/16確定 

過去 5 年

間平均 

芸術学部 

デザイン学

科 

就職率 83.0 85.6 89.5 77.3 84.5 84.0  

実質就職率 72.7 63.0 67.1 61.8 53.0 63.5  

進路決定率 72.2 66.8 69.3 62.8 55.0 65.2  

インタラク

ティブメデ

ィア学科 

就職率 94.7 95.7 90.7 94.5 96.2 94.4  

実質就職率 70.6 59.5 69.6 82.5 83.3 73.1  

進路決定率 76.9 62.2 70.7 82.5 83.9 75.2  

アニメーシ

ョン学科 

就職率 84.0 76.8 79.5 80.0 87.0 81.5  

実質就職率 63.6 55.1 62.5 55.6 56.3 58.6  

進路決定率 70.4 58.5 65.0 57.3 57.5 61.7  

ゲーム学科 就職率 100.0 95.5 95.0 77.1 89.2 91.4  

実質就職率 80.7 73.7 79.2 67.5 70.2 74.3  

進路決定率 82.5 74.1 79.2 68.3 70.8 75.0  

就職率…就職希望者に対する就職率 

実質就職率…卒業者（進学決定者を除く）に対する就職率 

進路決定率…卒業者に対する進路決定率 
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資料 10 

 

就職先企業 

 

（平成 28年度 芸術学部 デザイン学科就職先企業） 

㈱アームズ ㈱アイ・エム・ジェイ アイ・ティー・エックス㈱ アキレス㈱ 

麻布プラザ㈱ ㈱アズワン アソビモ㈱ ㈱あとらす二十一 

㈱アナロジカル 
㈱イメージスタジオ・イチマ

ルキュウ 
㈱インターファーム 

㈱インタラクティブコミュニ

ケーションデザイン 

㈱ヴァンガード ㈱エス・デー エス・ピー広告㈱ ㈱エトワール 

㈱エフ・エー・アール・エム ㈱エム・ティ・プランニング ㈱NHKアート ㈱エムロック企画 

㈱オズ ㈱オールワークス 久能真理デザイン事務所 ㈱クリエイティブヨーコ 

㈱京王ストア ㈱ケンコー ㈱五光宇都宮店 ㈱コジマ 

㈱コトブキ ㈱サーチフィールド ㈱ザ・ハウス 三晃印刷㈱ 

㈱サンドラッグ ㈱シー・エフ・ネッツ シクロマーケティング㈱ シダックス㈱ 

㈱Ｃ．Ｄ．ＵＮＩＴＥＤ ㈱しまむら ㈱シミズオクト 
㈱ジャパネットメディアクリ

エーション 

新日本印刷㈱ ㈱すかいらーく ㈱スタイルメント ㈱スペース 

㈱関川畳商店 セコム㈱ ㈱Ｚ ㈱全日警 

㈱総協エージェンシー ㈱ダーツライブ ㈱タナット ㈱ティ・エー・シー企画 

㈱ティー・ワイ・オー ㈱テー・オー・ダブリュー ㈱テクロス ㈱デザインコーポレーション 

㈲デジタルプラネッツ ㈱テックス テレコムスタッフ㈱ ㈱トーモク 

㈱トシ・コーポレーション トラストガーデン㈱ ㈱ドリームコーポレション ナスラック㈱ 

㈱ナップス ㈱ナムコ 日本ステージ㈱ ㈱日本創発グループ 

ネットイヤークラフト㈱ ㈱ノジマ ㈱博報堂プロダクツ ㈲橋本夕紀夫デザインスタジオ 

㈱ピラミッドフィルムクア

ドラ 
㈲プライマリー ホームテック㈱ ㈱ファングラー 

㈱マウンテンスタジオ ㈱マーキュリー マーベリック㈱ ㈱マルエツ 

㈱ミツエーリンクス 
メゾンランドゥメンヌジャ

ポン 
㈱メディアート ㈱メンバーズ 

㈱モリノブライズ ヤフー㈱ ㈱ユナイテッド・アーツ ㈱ラックランド 

㈱良品計画 ㈱レオパレス２１ ワールドエンタープライズ㈱ ㈱ワールドコーポレーション 

 

（平成 28年度 芸術学部 インタラクティブメディア学科就職先企業） 

㈱アイオス ㈲アントピット ㈱エーツー ㈱A-1Pictures 

㈱オーイズミダイニング オーケー㈱ ㈱巍峨 ㈱キュー 

㈱共立アイコム ㈲クリエイティブハウスポケット ㈱重光 システムクリエイト㈱ 

㈱スタイル・フリー ㈱セクションエイト ㈱ティ・エー・シー企画 ㈱デジタル・ガーデン 

㈱テレバイダー・エンタテイ

ンメント 
㈱東京オフラインセンター ネットイヤークラフト㈱ ㈱博報堂アイ・スタジオ 

長谷川ホールディングス㈱ ㈲バミューダ バリュードライバーズ㈱ ㈱バンケット・プランニング 

㈱Pharmarket ㈱ベストライフ 紅屋オフセット㈱ ㈱ＭＡＰＰＡ 

㈱マルハン ㈱メディア２２世紀 ヤフー㈱ ㈱ヨドバシカメラ 

㈱ラナデザインアソシエイツ ㈱Ｗｉｚ ㈱ワコールアートセンター  
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（平成 28年度 芸術学部 アニメーション学科就職先企業） 

㈱アイケイアイエフプラス ㈱旭プロダクション 伊坂美術印刷㈱ ㈱イマジカデジタルスケープ 

㈱イルージョン ㈱エーツー ㈱エール ㈱オー・エル・エム 

㈱キールスタッフィング ㈱ジェー・シー・スタッフ ㈱シティコミュニケーションズ ㈱白川プロ 

㈲スタジオエル ㈱ぜん SOMPOケアメッセージ㈱ ㈱ダンスノットアクト 

㈱ツインエンジン ㈱デジタル・ガーデン ㈱デジデリック 
㈱テレコム・アニメーション

フィルム 

東映アニメーション㈱ ㈱冨田農園 ㈱トムクリエイト ㈱博報堂プロダクツ 

㈱プロダクション・アイジー まいばすけっと㈱ ㈱miHoYo ㈱安田屋 

㈲リバース・イメージ・クリ

エイション 
 

 

（平成 28年度 芸術学部 ゲーム学科就職先企業） 

㈱アイ・ティー・エル 
アカリエヘルスケアカンパ

ニー㈱ 
アルテピアッツァ㈱ ㈱インテンス 

㈱エイチーム エス・エー・エス㈱ エムエルアイ・システムズ㈱ ㈱ＬＥＤ ＴＯＫＹＯ 

㈱カプコン ㈱クロスフィールド ㈱カンム ㈱ゲームスタジオ 

㈱ゲームフロー 元気㈱ ㈱coly ㈱コロプラ 

㈱サイバーエージェント 佐川急便㈱ ㈱ダイナム ㈱ダイヤモンドダイニング 

㈱ダズル ㈱ＴＳＰ ㈱デジタルハーツ ㈱デジマース 

㈱テンダ ㈱バイキング ㈱ヘキサドライブ ㈱マーベラス 

㈱マトリックス ㈱ＵＲシステムズ UTエイム㈱  

 

（平成 29年度 芸術学部 デザイン学科就職先企業） 

㈱アルファ 
㈱ヴァリアス・ディメンショ

ンズ 
㈱エーツー ＮＬフーズ㈱ 

㈱オールテクノソリューシ

ョンズ 
㈱カインズ 歌舞伎座サービス㈱ 川木建設㈱ 

㈱銀座メガネ ㈱国井産業 ㈱クラウンパッケージ ㈱クレアクス 

グロースエクスパートナー

ズ㈱ 
勲盛㈱ ㈱サーチフィールド サクシード㈱ 

三晃印刷㈱ GMOメディア㈱ ㈱ジェーピーディーエイチ ㈱ジャパンスポーツ 

シンクボックス㈱ ㈱すかいらーく セイワイメテック㈱ ㈱セキド 

㈱ダイナム 中央化学㈱ ㈱ティ・シー・エー ㈱電通デジタル 

㈱トイロジック 東京アート㈱ ㈱東邦プラン ㈱東洋信号通信社 

東洋防災㈱ ㈱トモアス・イノベーション ㈲トリコ トレンダーズ㈱ 

㈱ナビタイムジャパン 日研トータルソーシング㈱ 日天㈱ ㈱日本創発グループ 

日本マニュファクチャリン

グサービス㈱ 
パシコン技術管理㈱ 

ピーアークホールディングス

㈱ 
㈱ビジョンサービス 

㈱平山 
㈱フェイスプランニングデ

ザイン 
藤久㈱ ユナイテッド㈱ 

㈱ユニ・システム ㈱Yostar ㈱リクルートスタッフィング ㈱リビングケア 

㈱良品計画 ㈱レイ  
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（平成 29年度 芸術学部 インタラクティブメディア学科就職先企業） 

㈱アイセス ㈱アドベル ㈱あとらす二十一 ㈱アンカラードジャパン 

㈱EPARKからだリフレ ㈱梅田モータース ㈱エスユーエス ㈱エムトレーディング 

㈱オムニバス・ジャパン ㈱カヤック ㈱クラニージャパン ㈱グラフィニカ 

クルーズ㈱ ㈱コモディイイダ ㈲サクラ ㈱ザ・チューブ 

Ｇ・Ｏ・Ｇ㈱ CCCフロンティア㈱ ㈱システム・ビット ㈱シネ・フォーカス 

下野農業協同組合 SUI INTERNATIONAL㈱ ㈱白川プロ ㈱ソリス 

㈱TANGRAM ㈱電通クリエーティブＸ ㈱トーン・アップ ㈱トップシーン 

浪速運送㈱ ㈱ニック ㈱ノジマ 日本ビギズランド㈱ 

㈱博報堂アイ・スタジオ ㈲フリーウェイ ㈱Felix Film ㈱マッシュデザインラボ 

㈱マルエツ ㈱マルホランド ㈱ミツエーリンクス ムーンフェイズ㈱ 

㈱media it ㈱メンバーズキャリア ㈱モバイルコミュニケーション ヤフー㈱ 

㈱ワット・コンサルティング 社会福祉法人 楽晴会  

 

（平成 29年度 芸術学部 アニメーション学科就職先企業） 

㈱アニメーションドゥウ イマジン㈱ ㈱Ａ－１ Pictures ㈱オー・エル・エム 

㈱カインズ ㈱カラー ㈱キネマシトラス ㈱ぎゃろっぷ 

クロマジャパン㈱ SomeMightSay㈱ ㈱三和 シーステイション㈱ 

㈱スタジオディーン ㈱SILVER LINK シンエイ動画㈱ ㈱スタジオヴォルン 

㈱スタジオコメット ㈱スタジオユニ ㈱スタジオワイエス 大正商事㈱ 

㈱つむぎ作画技術研究所 ㈱データウェアネットワー

ク 

㈱動画工房 ㈱ニューブリッジブラザー

ズ 

ヌーベルメディア㈱ ㈱パインジャム ㈱FUKUMIMI 藤掛㈱ 

㈱プロダクション・アイジー ㈱マーキュリー ㈱マッドハウス ㈱ミルパンセ 

(医社）山本眼科医院 ㈱ライデンフィルム ㈱レヴォルト  

 

（平成 29年度 芸術学部 ゲーム学科就職先企業） 

㈱アイルネット 
㈱アウトソーシングテクノ

ロジー 

㈱あすかインターナショナ

ル 
㈱インテンス 

㈱エクストリーム ㈱エス・エー・エス ㈱オーク製作所 ㈱ガイア 

㈱芸者東京エンターテインメ

ント 
㈱コロプラ ㈱サイバーエージェント サイバーステップ㈱ 

㈱スタッフサービス・エンジ

ニアリング 
竹下製菓㈱ 

㈱テクノプロ・テクノプロ・

エンジニア社 
㈱デジタルハーツ 

㈱日本通信サービス ㈱マーキュリー 町田印刷㈱ ㈱マルニコーポレション 

㈱メテオライズ ㈱ヤマダ電機 ユニシステム㈱ ㈱ヨドバシカメラ 

 

（平成 30年度 芸術学部 デザイン学科就職先企業） 

㈱Amor BeautyJapan ㈱BRAISE ㈱LIXILビバ ㈱Ｔ３デザイン 

㈱ＴＴＭ ㈱ＴＴＲ ㈱アイ・シー・ビー・エム ㈱アダストリア 

㈱イシクラ ㈱カプコン ㈱クリエイティブプレイス ㈱クレオ 

㈱ケイ・ブックス ㈱コスモフローラ ㈱コンテンツシード ㈱ジーエークロッシング 

㈱スタジオアール 
㈱スタッフサービスエンジ

ニアリング 

㈱ストライプインターナシ

ョナル 
㈱スペラ 

㈱セザックスクリエイティブ ㈱セップ ㈱ソル・インターナショナル ㈱テクノプロテクノプロ・ＩＴ 

㈱デジーロ ㈱デジタル・アド・サービス ㈱ナビタイムジャパン ㈱ノジマ 

㈱パズル ㈱パトラ 
㈱ピーシーデポコーポレー

ション 
㈱フェニックス 

㈱ブラン ㈱ベネッセスタイルケア ㈱ヘルメス ㈱マーキュリー 

㈱マーベリック ㈱リオ・ホールディングス ㈱ワンゴジョウゴ ㈱安田商会 
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㈱茨城計算センター ㈱花組 ㈱叙々苑 ㈱大和 

㈱竹徳 ㈱俳優座劇場 ㈱博報堂プロダクツ ㈱連合印刷 

㈲コスミックエンジン ㈱水谷事務所 6D-K.co.Ltd CROSS Business Producers㈱ 

LINK-UP㈱ NetEase（中国） OliveEntertainment 
アップシードレジデンシャ

ル㈱ 

アプシィ㈱ エンパワーショップ㈱ カリモク家具㈱ キンコーズジャパン㈱ 

ダイセーエブリー二十四㈱ マナトレーディング㈱ 
高島屋スペースクリエイツ

㈱ 
上越印刷工業㈱ 

大山㈱ 渡辺歯科医院 東京工芸大学 学科事務 東洋プリディア㈱ 

東洋印刷㈱  

 

（平成 30年度 芸術学部 インタラクティブメディア学科就職先企業） 

㈱3Hz ㈱e.Cycle ㈱IDOM ㈱LYZON 

㈱アイ・エム・ジェイ ㈱あとらす二十一 ㈱アルファ・ウェーブ 
㈱イメージスタジオ・イチマ

ルキュウ 

㈱エスユーエス ㈱キャパ ㈱キャンプフォー 
㈱グリオグルーヴリンダチ

ーム 

㈱ザ・チューブ ㈱セガ・インタラクティブ ㈱セプテンバー ㈱デジタルエッグ 

㈱テンダ ㈱ネクシィーズグループ ㈱ビサイド ㈱ビズクリエイト 

㈱ビックカメラ ㈱ヒューボ 
㈱ピラミッドフィルムクア

ドラ 
㈱マイオクリエイティブ 

㈱メンバーズキャリア ㈱リヴィティエ ㈱花組 ㈱内藤デザイン研究所 

SOLIZEEngineering㈱ アート印刷㈱ アイオステクノロジー㈱ アイピーロジック㈱ 

イリオスネット㈱ インタアクト㈱ エヌアイシィ㈱ 
エヌアイシー・ネットシステ

ム㈱ 

ケートリック㈱ ジェネラル㈱ シナネンサイクル㈱ ダイヤモンドヘッド㈱ 

ヤフー㈱ ワイゼンラージ㈱ 太陽企画㈱ 東芝ソリューション販売㈱ 

JR北海道／北海道旅客鉄道㈱ 北日本コンピュータサービス㈱  

 

（平成 30年度 芸術学部 アニメーション学科就職先企業） 

㈱３Ｈｚ ㈱ＦＥＭ ㈱ｋｉｒａｒｉ ㈱イマジカデジタルスケープ 

㈱エービーシー・マート ㈱エヌリンクス ㈱オー･エル・エム ㈱オルトス 

㈱ぎゃろっぷ ㈱コア・ポテンシャル 
㈱コングレ／チームラボボ

ーダレス 
㈱ジェー・シー・スタッフ 

㈱じょぶれい ㈱タツノコプロ ㈱デジデリック ㈱トリガー 

㈱ハンター ㈱ピクト（電通グループ） ㈱ライデンフィルム ㈱レヴォルト 

㈱旭プロダクション ㈱昭栄美術 ㈱総合ＰＲ （有）fｅｅｌ 

KCJGROUP㈱ NEXUS㈱ アソビモ㈱ セントラルデザイン㈱ 

ターリーズコーヒージャパ

ン㈱ 
タクトシステム㈱ ユーフォーテーブル㈲ 青山商事㈱ 

東和産業㈱ 日本コンピュータ㈱ 
日本マニュファクチャリン

グサービス㈱ 
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（平成 30年度 芸術学部 ゲーム学科就職先企業） 

㈱ＥＰＡＲＫテクノロジー

ズ 
㈱アイティープロデュース ㈱アイワ情報サービス 

㈱アルゼゲーミングテクノ

ロジーズ 

㈱インテンス ㈱エヌリンクス ㈱エンボリック ㈱ゲームスタジオ 

㈱コロプラ ㈱ジャストコーズプロダクション ㈱ジャパンペットコミュニケーションズ  ㈱セガゲームス 

㈱デジタルハーツ ㈱ピラミッド ㈱マーキュリー ㈱東急グルメフロント 

㈱特選呉服京彩 アイ・ティー・エックス㈱ アイア㈱ アソビモ㈱ 

ウィツ㈱ 
エヌヴイコミュニケーショ

ンズ㈱ 
ダイヤモンドヘッド㈱ 成都虎娱科技有限公司 

日本コムシス㈱ ㈲エムツー  
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資料 11 

令和元年度芸術学部求人企業 業種別企業数 

 

令和元年度芸術学部求人企業 業種別割合 

 

IT、ネットワーク, 
188

アニメーション、
CG, 61

ゲーム、アプリ、ア
ミューズメント, 61

営業写真・広告写真, 
58

映像、放送、CM, 
115

官公庁、美術館、博
物館、教育, 27

空間デザイン、プロ
ダクト, 18

広告デザイン、印
刷、WEB, 32

IT、ネットワーク

アニメーション、CG

ゲーム、アプリ、アミューズメン
ト
営業写真・広告写真

映像、放送、CM

官公庁、美術館、博物館、教育

空間デザイン、プロダクト

広告デザイン、印刷、WEB

IT、ネットワーク
34%

映像、放送、CM
20%

ゲーム、アプリ、ア
ミューズメント

11%

アニメーション、CG
11%

営業写真・広告写真
10%

広告デザイン、印
刷、WEB

6%

官公庁、美術館、博
物館、教育

5%
空間デザイン、プロダク

IT、ネットワーク

映像、放送、CM

ゲーム、アプリ、アミューズメ
ント
アニメーション、CG

営業写真・広告写真

広告デザイン、印刷、WEB

官公庁、美術館、博物館、教育

空間デザイン、プロダクト
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資料 12 

 

  １（書類等の題名） 

    「平成 26年度 政策調査 クリエイティブ産業の実態と課題に関する調査 報告書」 

 

   ２（出典） 

東京都産業労働局 

 

   ３（引用範囲） 

         「平成 26年度 政策調査 クリエイティブ産業の実態と課題に関する調査 報告書」 

（東京都産業労働局） 

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/pdf/monthly/creative2014.pdf 
     ※上記 URL から，9 ページの「図表Ⅱ-２-２ 東京都区部におけるクリエイティブ産業

の集積状況」を引用。    

 

４（その他の説明） 

標記の引用資料に本学中野キャンパスの所在地を★で表示 

 

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/pdf/monthly/creative2014.pdf


フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
ヨシノ　ヒロアキ

吉野　弘章
＜令和2年4月＞

修士
(芸術学)

東京工芸大学　学長
(令和2年4月～令和5年3月)

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

1


	tokyokougei_2005tsyutei_kihon
	基本計画書
	補足資料（組織の移行表）

	tokyokougei_2005tsyutei_zumen
	（１）都道府県内における位置関係の図面
	（２）最寄り駅からの距離，交通機関及び所要時間がわかる図面
	（３）校舎の配置図（中野キャンパス）

	tokyokougei_2005tsyutei_gakusoku
	東京工芸大学学則（案）

	tokyokougei_2005tsyutei_syushi
	目 次
	ア． 学則変更（収容定員変更）の内容
	イ． 学則変更（収容定員変更）の必要性
	ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容
	資料目次
	資料1
	資料2

	tokyokougei_2005tsyutei_gakusei
	目次
	（1）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況
	（2）人材需要の動向等社会の要請
	資料目次
	資料1
	資料2
	資料3
	資料4
	資料5
	資料6
	資料7
	資料8
	資料9
	資料10
	資料11
	資料12

	tokyokougei_2005tsyutei_meibo
	学長の氏名等




